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7
月
5
日
、
名
寄
市
駅
前
交
流
プ
ラ

ザ
よ
ろ
ー
な
に
て
、
名
寄
地
区
ふ
れ
あ

い
交
流
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催

さ
れ
、
組
合
員
の
皆
様
と
そ
の
家
族
・

友
人
等
、
約
１
０
０
名
以
上
の
方
々
に

お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　
当
日
会
場
で
は
、
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー

ス
等
の
飲
み
物
に
加
え
て
、
ザ
ン
ギ
、

焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
焼
き
鳥
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
も

昨
年
に
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青

年
部
名
寄
支
部
（
支
部
長　
清
水
拓
馬

氏
）
が
主
体
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て

頂
き
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
東
野
組
合
長
の
乾
杯
を

合
図
に
幕
が
開
き
、
当
日
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

１
０
０
本
余
り
の
豪
華
景
品
が
用
意
さ

れ
、
当
選
番
号
が
呼
ば
れ
る
た
び
会
場

か
ら
歓
声
が
上
が
り
、
大
盛
況
の
な
か
、

村
上
専
務
の
挨
拶
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
7
月
10
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
風
連
地
区
ふ

れ
あ
い
交
流
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
と

そ
の
家
族
・
友
人
等
多
く
の
方
に
お
越

し
頂
き
、
当
日
券
も
含
め
チ
ケ
ッ
ト
３

５
０
枚
が
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
当
日
の
会
場
で
は
、
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ

ー
ス
等
の
飲
み
物
に
加
え
て
、
鳥
串
や

お
に
ぎ
り
、
唐
揚
げ
、
焼
き
そ
ば
等
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
東
野
組
合
長
の
乾
杯
を

合
図
に
幕
が
開
き
、
当
日
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

２
９
０
本
余
り
の
景
品
が
用
意
さ
れ
、

一
輪
車
、
ア
ル
ミ
脚
立
、
工
具
セ
ッ
ト
、

堆
肥
（
10
ｔ
）
な
ど
の
当
選
ナ
ン
バ
ー

が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
と
、
会
場
内
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
大
盛
況
の
な
か
、

村
上
専
務
の
挨
拶
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

風
連
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会

名
寄
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会
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７
月
13
日
、
智
恵
文
地
区
ふ
れ
あ
い

交
流
会
と
し
て
、
農
業
倉
庫
前
に
お
い

て
、
智
恵
文
地
区
ふ
る
さ
と
祭
り
が
開

催
さ
れ
、
組
合
員
の
皆
様
お
よ
び
そ
の

家
族
・
友
人
等
、
２
０
０
名
以
上
の

方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も

昨
年
に
引
き
続
き
、
青
年
部
智
恵
文
支

部
（
支
部
長　
遠
藤
寛
氏
）
が
主
体
と

な
っ
て
、
「
地
域
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
な
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
遠
藤
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

東
野
組
合
長
の
乾
杯
の
挨
拶
で
幕
が
開

き
ま
し
た
。
会
場
で
は
皆
様
コ
ン
ロ
を

囲
ん
で
、
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
焼
肉
を

行
い
、
青
年
部
に
よ
る
ビ
ー
ル
等
の
販

売
、
子
供
向
け
露
店
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
や
輪
投
げ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
智
恵
文
小
学
校
の
皆
様
に

よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
行
わ
れ
た

後
、
毎
年
お
楽
し
み
の
大
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
大
盛
況
の
な
か
智
恵
文
町
内
会

会
長
遠
藤
俊
博
さ
ん
の
挨
拶
で
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

智
恵
文
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会

　
７
月
31
日
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
藤
花

に
て
名
寄
市
農
業
担
い
手
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
加
藤
名
寄
市
長
や
東
野
組
合

長
の
ほ
か
、
新
規
就
農
者
や
若
手
農
業

者
な
ど
多
数
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
で
は
農
家
戸
数
の
減
少

や
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
で
経
営
の
担

い
手
不
足
が
進
み
、
優
れ
た
担
い
手
の

育
成
及
び
確
保
は
農
業
の
発
展
だ
け
で

な
く
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
上
で
、

重
要
な
課
題
で
す
。
名
寄
市
は
農
業
が

基
幹
産
業
で
も
あ
り
同
様
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
た
め
、

若
い
農
業
担
い
手

や
新
規
就
農
者
の

農
業
経
営
や
地
域

活
動
を
一
層
助
長

し
よ
う
と
、
毎
年

交
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、
新
規

就
農
者
８
名

（
風
連
地
区
６
名
、

名
寄
地
区
１
名
、

智
恵
文
地
区
１
名
）

の
内
、
出
席
者
４

名
の
方
々
に
は
東

令
和
元
年
度

　
名
寄
市
農
業
担
い
手
交
流
会
開
催

野
組
合
長
よ
り
激
励
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
新
規
就
農
者
は
そ
れ
ぞ
れ
抱
負

を
述
べ
「
ま
だ
ま
だ
経
験
は
浅
い
が
、

担
い
手
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
意
欲
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
部
で
は
、
風
連
地
区
の
平
澤

宏
幸
さ
ん
よ
り
「
就
農
３
年
目
で
思
う

こ
と
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
新
規
就
農

者
の
み
な
ら
ず
熱
心
に
話
を
聞
く
方
々

も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。
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新規就農者に聞きました

柿
かき

 川
かわ

  慎
しん

 哉
や

さん

Ｑ
１
．
趣
味
は
？

　
車
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

Ｑ
２
．
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
実
家
が
農
家
で
農
業
に
対
し
て
、

興
味
が
湧
い
た
か
ら
。

Ｑ
３
．
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る
。

Ｑ
４
．
仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

　
寝
坊
・
数
え
き
れ
な
い
小
さ
な
ミ
ス

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
色
々
な
仕

事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

る
。

1989年1月15日　30歳
住　所：風連町字旭
経営主：柿川  博暁さん
経営内容（主な作付品目）
水稲・花卉・グリーンアス
パラ・春小麦・大豆

若
わか

 松
まつ

  侑
ゆう

 治
じ

さん

Ｑ
１
．
趣
味
は
？

　
ス
ポ
ー
ツ

Ｑ
２
．
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
実
家
を
継
ご
う
と
思
っ
た
か
ら
。

Ｑ
３
．
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
。

Ｑ
４
．
仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

　
運
転
が
難
し
い
。

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
と
に
か
く
覚
え
る
。

1991年3月13日　28歳
住　所：風連町字豊里
経営主：若松  孝暢さん
経営内容（主な作付品目）
水稲・アスパラ・大豆・
スイートコーン

泊
とま

 り  輝
てる

 幸
ゆき

さん

Ｑ
１
．
趣
味
は
？

　
ゲ
ー
ム
・
ア
ニ
メ

Ｑ
２
．
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
親
が
や
っ
て
い
た
た
め

Ｑ
３
．
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
結
果
が
目
に
見
え
る
た
め
。

Ｑ
４
．
仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
落
と
し
た
こ
と
。

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
自
分
の
担
当
作
物
を
持
つ
。

1998年7月20日　21歳
住　所：風連町字日進
経営主：泊り  雅幸さん
経営内容（主な作付品目）
水稲

渡
わた

 邉
なべ

  義
よし

 洋
ひろ

さん

Ｑ
１
．
趣
味
は
？

　
釣
り

Ｑ
２
．
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
長
男
だ
っ
た
の
で

Ｑ
３
．
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
時
間
に
縛
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

Ｑ
４
．
仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

　
今
の
と
こ
ろ
は
な
い

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
自
分
の
代
で
潰
さ
な
い
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。 1984年7月23日　35歳

住　所：風連町字東風連
経営主：渡邉  主税さん
経営内容（主な作付品目）
稲作
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谷
たに

 崎
ざき

  佑
ゆう

 介
すけ

さん

Ｑ
１
．
趣
味
は
？

　
映
画
鑑
賞

Ｑ
２
．
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
親
の
年
齢
を
考
え
て

Ｑ
３
．
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

Ｑ
４
．
仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

　
い
ろ
い
ろ
あ
り
過
ぎ
て
忘
れ
ま
し

た
。

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
ま
ず
は
、
一
人
前
に
仕
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
事
。

1977年7月26日　42歳
住　所：風連町字西風連
経営主：谷崎  行信さん
経営内容（主な作付品目）
水稲・小麦・大豆・
アスパラ

平
ひら

 間
ま

  健
けん

 太
た

さん

Ｑ
１
．
趣
味
は
？

　
釣
り

Ｑ
２
．
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
小
さ
い
時
か
ら
牛
が
好
き
だ
っ
た
か
ら

Ｑ
３
．
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
自
然
や
動
物
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る

Ｑ
４
．
仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

　
冷
却
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
忘
れ
て
牛

乳
を
す
べ
て
捨
て
た
こ
と

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
新
た
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い

1999年1月24日　20歳
住　所：朝日
経営主：朝日農場さん
経営内容（主な作付品目）
乳牛

夏
なつ

 井
い

  士
し

 郎
ろう

さん

Ｑ
１
．
趣
味
は
？

　
車
、
音
楽

Ｑ
２
．
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
父
の
仕
事
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

い
る
間
に
、
自
分
も
農
業
を
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら

Ｑ
３
．
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
自
然
と
共
に
生
活
す
る
所

Ｑ
４
．
仕
事
で
の
失
敗
談
は
？

　
ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
失
敗
ば

か
り
で
す

Ｑ
５
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
祖
父
・
父
に
続
き
良
い
野
菜
を
作

る
。
少
し
で
も
早
く
身
に
着
け
て

い
き
た
い
！ 1997年6月1日　22歳

住　所：智恵文
経営主：有）ファミリー
ファーム夏井さん
経営内容（主な作付品目）
スイートコーン

お忙しい中、取材に協力頂き、
ありがとうございました。
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名
寄
市
立
大

学
生
に
よ
る

援
農
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
実
施

　
今
年
も
名
寄
市
フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
人
手

不
足
解
消
の
た
め
、
少
し
で
も
生
産
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
名
寄
市
・
名
寄
市
立
大

学
・
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
生
産
部
会
の
協
力

の
も
と
名
寄
市
立
大
学
生
に
よ
る
援
農

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
弾
と
し
て
５
月
中
旬
〜
６
月
下

旬
ま
で
毎
週
土
・
日
曜
日
に
か
け
て
、

ア
ス
パ
ラ
収
穫
作
業
を
主
に
受
入
農
家

15
戸
で
47
名
の
大
学
生
に
農
作
業
の
お

手
伝
い
を
頂
き
ま
し
た
。
７
月
上
旬
に

は
援
農
事
業
の
理
解
と
お
礼
を
兼
ね
て
、

Ｊ
Ａ
施
設
内
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
囲
み

な
が
ら
受
入
農
家
と
大
学
生
と
の
交
流

会
を
開
催
し
、
60
名
を
越
え
る
参
加
を

頂
き
大
変
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。
第
２
弾
と
し
て
８
月
上
旬
か
ら
９

月
中
旬
ま
で
大
学
生
の
夏
休
み
期
間
を

利
用
し
て
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
作
業
を

中
心
に
夏
秋
期
の
収
穫
作
業
に
向
け
て

汗
を
掻
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

伊勢の ｢赤福｣ で働いてみませんか
　ＪＡ道北なよろから「もち米」・「造り小豆」を供給しております。
　三重県伊勢の ｢赤福｣ で冬期間の労働者を募集しております。
　名寄から毎年数名働きに行っています。
募集要項　男性のみが対象　若干名
　　　　　期間　令和1年12月1日〜令和2年2月末まで
　　　　　賃金　時給1,100円（初年度）　夜勤あり　往復旅費支給　寮完備
　　　　　　　　契約期間を満了した場合、慰労金150千円支給

問い合わせ先　営農センター営農課
TEL 01654-3-4307
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風
連
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

開
催 

第
2
回 

農
民
大
運
動
会
開
催

　
７
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年

部
主
催
の
農
民
大
運
動
会
が
旧
東
風
連

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
平
成
28
年
以
来
２
度
目

で
、
風
連
支
部
（
15
名
）
名
寄
支
部

（
12
名
）
智
恵
文
支
部
（
9
名
）
の
３

支
部
の
青
年
部
と
台
湾
実
習
生（
5
名
）

農
協
職
員
（
25
名
）
の
お
よ
そ
66
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
４
チ
ー
ム
対
抗
戦

　
8
月
13
日
、
名
寄
市
役
所
風
連
庁
舎

西
町
公
園
広
場
に
て
、
風
連
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
41
回

を
迎
え
た
今
年
は
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

青
果
部
に
よ
る
地
元
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
・
メ
ロ
ン
・
ピ
ー
マ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
各
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
毎
年
恒
例
で

あ
る
名
寄
市
も
ち
米
生
産
組
合
風
連
支

部
・
う
る
ち
米
生
産
組
合
に
よ
る
も
ち

で
徒
競
走
や
玉
入
れ
、
綱
引
き
、
リ
レ

ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
最
終
種
目
リ
レ
ー
で
は
農
協
チ

ー
ム
に
東
野
組
合
長
が
参
加
す
る
な
ど

白
熱
し
た
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
後
に
は
親
睦
会
を
行
い
、

各
支
部
青
年
部
・
職
員
・
台
湾
実
習
生

と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

つ
き･

も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、
多
く
の

市
民
が
家
族
や
友
人
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
恒
例
の

人
気
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
風
舞
あ
ん
ど
ん

オ
ン
・
エ
ア
に
は
風
連
青
年
部
・
職
員

が
協
力
し
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
は
担

ぎ
手
た
ち
が
威
勢
よ
い
掛
け
声
と
、
太

鼓
や
笛
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
歩
き
、

ま
つ
り
を
最
高
潮
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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ん
で
お
り
、
成
績
上
位
入
賞
者
に
は
景

品
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
で
は
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
オ
ー
ド
ブ
ル
を
囲
み
話
を
弾
ま
せ
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
抽
選
会
で
は
会
場
全

体
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
大
盛
況
の

な
か
閉
会
し
ま
し
た
。

　
7
月
25
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
32
回
年
金

友
の
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
道
北
な
よ
ろ
農
協
年
金
友

の
会
（
会
長　
安
達
住
義
氏
）
の
挨
拶

で
開
会
さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告

な
ら
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算（
案
）

が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

　
８
月
８
日
、
風
連
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
て
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
風
連
地

区
年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
早
朝
か
ら
の
降
雨
に

よ
り
中
止
の
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
開
始
時
刻
の
９
時
に
は
雨

も
上
が
り
、
総
勢
35
名
の
会
員

参
加
に
よ
り
無
事
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し

第
32
回 

年
金
友
の
会
定
期
総
会

風
連
地
区
　

年
金
友
の
会 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

成績は以下の通りです。
　男性の部　（敬称略）
　　優　勝　伊豆倉雅人
　　準優勝　松下　賢造
　　３　位　川田　勝彦
　　４　位　橋本　文雄
　　５　位　小池　晴行
　女性の部
　　優　勝　尾崎　文子
　　準優勝　佐藤ハルノ
　　3　位　吉田　富子
　　４　位　松下　悦子
　　５　位　水谷　是子
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表
紙
の
人

　
今
号
の
表
紙
は
、
名
寄
市
風

連
町
東
風
連
地
区
で
農
業
を
営

ん
で
い
る
日
野
明
さ
ん
一
家
で

す
。

　
明
さ
ん
は
青
年
部
風
連
支
部

長
を
務
め
る
な
ど
、
風
連
地
区

の
農
業
者
の
担
い
手
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
構
成

（
父
）
日
野　
勇
一
さ
ん

（
経
営
主
）

（
母
）
美
紀
子
さ
ん

（
本
人
）
日
野　
明
さ
ん

（
妻
）
枝
朱
花
さ
ん

（
長
女
）
菜
摘
ち
ゃ
ん

主
な
作
付
品
目

　
水
稲
・
花
卉
・
ピ
ー
マ
ン

台
湾
農
業
実
習
生
が
来
日

　
名
寄
日
台
親
善
協
会
（
中
島
道
昭
会

長
）
に
よ
る
農
業
青
年
派
遣
・
受
入
事

業
に
よ
り
、
台
湾
太
保
市
農
業
青
年
３

名
（
陳
育
旗
さ
ん
、
黄
福
到
さ
ん
、
葉

詠
維
さ
ん
）
と
引
率
で
日
本
の
農
協
に

当
た
る
太
保
市
農
会
農
業
推
進
部
の
載

清
輝
主
任
が
７
月
18
日
に
来
日
さ
れ

（
19
日
に
は
当
Ｊ
Ａ
を
表
敬
訪
問
）
23

日
ま
で
の
日
程
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

で
滞
在
し
、
市
内
の
農
家
４
戸
で
メ
ロ

ン
・
ト
マ
ト
・
水
稲
栽
培
な
ど
名
寄
農

業
の
取
り
組
み
を
視
察
、
実
習
さ
れ
ま

し
た
。

　
昨
年
12
月
、
名
寄
市
か
ら
３
人
の
農

業
青
年
が
太
保
市
で
実
習
を
し
て
お
り

陳
さ
ん
、
葉
さ
ん
は
こ
の
時
の
受
入
農

家
を
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
太
保
市
は

台
湾
で
も
注
目
さ
れ
る
農
業
地
域
で
、

新
規
就
農
者
は
こ
こ
５
年
間
で
３
０
０

人
程
度
い
て
、
収
益
性
の
高
い
施
設
園

芸
な
ど
で
営
農
を
し
て
い
ま
す
。
１
、

７
５
０
ha
の
農
地
で
は
コ
メ
が
１
、
５

０
０
ha
、
ハ
ウ
ス
が
２
５
０
ha
を
占
め

て
お
り
、
台
湾
の
中
で
も
高
い
農
業
技

術
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
お
り
最
も
モ
デ
ル

に
な
っ
て
い
る
地
域
で
す
。

　
今
回
の
名
寄
市
滞
在
中
に
は
実
習
の

他
、
天
文
台
、
北
国
博
物
館
、
ピ
ヤ
シ

リ
ジ
ャ
ン
プ
台
、
雪
室
倉
庫
な
ど
を
見

学
し
て
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
主
催
の
運
動
会

に
も
参
加
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、
22
日
に
は
親
善
協
会
の
主
催

で
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催

さ
れ
同
協
会
の
副
会
長
で
も
あ
る
東
野

組
合
長
よ
り
「
地
元
の
農
業
青
年
と
交

流
し
互
い
に
刺
激
を
得
た
と
思
う
。
こ

の
交
流
が
末
永
く
続
く
よ
う
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
ピ

ヤ
シ
リ
ジ
ャ
ン
プ
台
を
背
景
に
撮
影
し

た
記
念
写
真
を
４
人
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

代
表
し
て
農
会
の
載
清
輝
主
任
よ
り
謝

辞
が
あ
り
「
名
寄
市
の
名
前
も
台
湾
で

知
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
交

流
を
続
け
て
欲
し
い
」
と
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
行
は
23
日
朝
、
名
寄
を
出
発
し
札

幌
に
一
泊
し
て
24
日
に
台
湾
へ
帰
国
さ

れ
ま
し
た
。



広報JA道北なよろ2019年 夏号（No.46)� 10

農
林
水
産
省 

吉
川
貴
盛
大
臣
訪
問

　
７
月
12
日　
名
寄

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｎ
─
Ｒ
Ａ
Ｙ
ホ
ー

ル
に
て
薬
用
植
物
フ

ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
藤
花
に
て
開
催
さ

れ
た
意
見
交
換
会
に

は
農
林
水
産
省 

吉

川
貴
盛
大
臣
と
名
寄

市
長
を
は
じ
め
名
寄

以
北
中
川
の
５
市
町

村
長
・
議
会
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。
意

見
交
換
会
で
は
「
農

業
振
興
に
関
す
る
要

望
書
」
を
吉
川
農
水

大
臣
に
手
渡
し
、
農

林
業
の
経
営
安
定
対

策
の
充
実
、
国
際
競

争
力
の
強
化
に
向
け

た
生
産
基
盤
の
整
備
、

地
方
財
政
処
置
を
求

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

吉
川
農
水
大
臣
は
ゆ

き
わ
ら
べ
雪
中
蔵
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

な
ど
を
さ
れ
る
方
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員
で
の
会

食
、
抽
選
会
等
の
ゲ
ー
ム
も
行
い
大
盛

況
を
頂
き
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
森
の
ゆ
ホ
テ
ル
花
神
楽
に

て
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
名
寄
支
所
を
年
金

受
取
口
座
に
指
定
し
て
い
る
お
客
様
対

象
の「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
日
帰
り
温
泉
の
旅
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
36
名
と
野
崎
常
務
、
事
務
局

２
名
で
貸
し
切
り
バ
ス
に
て
ホ
テ
ル
へ

向
か
い
温
泉
に
浸
か
り
日
頃
の
疲
れ
を

癒
さ
れ
る
方
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
囲
碁

名
寄
支
所
年
金
受
給
者
対
象
日
帰
り
旅
行
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　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守
るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを
目的として、広報誌「すまいる」を発行しております。
　このたび紙面をリニューアルし、より読みやすく
さらに健康に役立つ医療・健康情報を発信しており
ます。
　ホームページにもバ
ックナンバーを掲載し
ておりますので、是非
ご一読ください。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を紹介します。
各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　7月31日にＪＡ北海道中央会と各連合会の役員にて、吉川農林水産大臣を含む農林水産省幹部職員及び道
内選出与党国会議員等に対して、令和2年度国費予算概算要求に向けた要請運動を実施いたしました。「持
続可能な北海道農業の確立に向けた政策提案」に基づき、農業予算の万全な確保に加え、国際貿易協定・交
渉対策や労働力確保対策に向けた支援強化、各作物の需給安定対策の構築等を要請しました。また「食料・
農業・農村基本計画」と「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」、「経営所得安定対策の交
付単価」の見直しに向けては、家族経営基盤の維持・強化の視点や
生産現場の実態を踏まえた議論を進めるよう要望しました。
　引き続き、ＪＡグループ北海道の政策提案の実現と日米貿易協定
交渉については、「農業経営や生産基盤に影響がでないよう適切な
国境措置の確保」、「北海道農業を犠牲としない毅然とした対応」
を政府・与党に求め、今後も北海道の農家・組合員が安心して営農
できるよう取り組んで参ります。

　地元プロ野球チーム・ファイターズのスポンサー
イベントデーとして、7月19日、ＪＡバンク北海道
スペシャルナイターを札幌ドームで開催しました。
本イベントは、昨年に引続き2回目になります。今
回は、新たにＪＡ特産品の物販コーナーを設けた他、
参加ＪＡの女性職員から対
戦チーム両監督への花束贈
呈を行いました。また、中
央会などとも連携して、サ
ポーターづくりに向けたＰ
Ｒを実施しました。

　7月18日に札幌・共済ホールにて「全道ＬＡ・ス
マサポ大会」が開催され、平成30年度普及活動で優
秀な成績を収められたＬＡ33名と、スマイルサポー
ター 11名が登壇し表彰されました。
　ＪＡ共済では、これからも「３Ｑ訪問活動」と「あ
んしんチェック(保障点
検活動)」の実践を通じ
て、組合員・地域利用者
の 信 頼 と 期 待 に 応 え、
「安心」と「満足」の提
供に努めてまいります。

　ホクレンと北海道日本ハムファイターズが連携し
て、同球団の発信力を生かして北海道農業の魅力を
伝える「北海道農業応援プロジェクト」の取り組み
が6月28日より開始しました。その一環として、7
月13日に同球団マスコットの「ポリー」と「Ｂ☆Ｂ」
が、ホクレン食と農のふれあいファーム「くるるの
杜」にて、窯焼きピザを調
理する体験イベントを開催
し、消費者との交流を深め
ながら北海道産農産物のＰ
Ｒをしました。

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連 ＪＡ共済連北海道

ホクレン ＪＡ北海道厚生連

JAグループ通信
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沼　田　唯　七
令和元年６月３０日　金融共済部金融共済課金融係

小　塚　悠　貴
令和元年７月９日　営農センター青果課青果係係長

寺　田　勝　志
令和元年７月３１日　監査室室長

（引き続き監査室にて勤務いたします）

職員の動き（退職者）

第
四
回
理
事
会

開
催
日
　
六
月
四
日

一
、
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
米
穀
等
共
同
計
算
基
本
要
領
の
廃

止
及
び
共
同
計
算
基
本
要
領
の
新
設

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
推
進
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
五
回
理
事
会

開
催
日
　
七
月
一
日

一
、
金
融
店
舗
営
業
時
間
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
組
合
員
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
子
会
社
管
理
規
程
の
制
定
に
つ
い

て
　
　
　
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
外
国
人
技
能
実
習
生
事
業
に
つ
い

て
　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
六
回
理
事
会開

催
日
　
七
月
三
十
日

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
固
定
資
産
の
賃
貸
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、
令
和
元
年
産
く
ず
米
・
雑
穀
予
約

推
進
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

理
事
会
の
経
過

令和元年
　４月１９日・・・固定資産監査
　５月３１日・・・棚卸監査
　６月４日・・・第４回定例理事会
　　　１７日〜 １９日
　　　　　・・・第１・四半期定例監査
　　　２０日・・・第４回営農委員会
　　　２０日・・・第３回総務委員会
　７月１日・・・棚卸監査
　　　１日・・・第５回定例理事会
　　　１７日・・・固定資産監査
　　　２３日・・・第４回総務委員会
　　　２９日・・・第５回営農委員会
　　　２９日・・・第３回購買委員会
　　　３０日・・・第６回定例理事会
　　　３１日・・・棚卸監査

JAのあゆみ
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農業後継者、農業女性の皆様
　日頃より、当組合の事業推進にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　これからの地域農業・農協運営のことを考えるにあたり、事業主と共に農業を営まれてい
る皆様のご意見が大変重要になって参ります。今後の地域農業の発展のため、正組合員とな
り農協運営に参画くださいますようお願い申し上げます。

代表理事組合長　東野　秀樹

○正組合員資格
　①５０アール以上の土地を耕作する農民で、その住所がこの組合の地区内にあるもの
　②１年のうち１００日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内にあるもの

○出資金
　　１口（５００円）以上の出資をお願いしております。

正 組 合 員 募 集 の ご 案 内

組 合 員 資 格 確 認 の お 願 い
　平素、当組合の各事業にご理解ご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。
　当組合の定款の規定により、組合員の皆さまに組合員資格の変更の有無についてご確認を
お願いしております。
　つきましては、下記の事項をご確認の上、組合員資格の変更がありましたら、お手数です
が組合員加入いただきました当組合の本支所窓口にて手続きをお願い致します。
　なお、お手続きの際には、運転免許証や保険証などご本人の確認ができる公的書類と印鑑
をご持参下さい。

記
●正組合員資格
　①５０アール以上の土地を耕作されており、その耕作する土地又は住所がこの組合の地区内

にある方
　②１年のうち１００日以上農業に従事されており、その住所がこの組合の地区内にある方
　③農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が３００人を超え、かつ、その資本の額又

は出資の総額が３億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係
る土地が当組合の地区内にある法人

●准組合員
　①組合の事業を利用される方で、その方の住所が組合の地区内にある方
　②当組合の地区内に勤務地がある方で、当組合の事業を継続してご利用されている方
　③当組合の地区外に住所がある方で、当組合の事業を継続してご利用されている方

申込み・お問い合わせ先　　本所　総務部総務課（01655- 3-2521）
名 寄 支 所（01654- 2-4531）
智恵文支所（01654- 8-2111）
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　農業分野にも導入が進んできているＩＣＴ技術につきまして、名寄地区でも導入を検討されてい
る方が多い「ハウス自動巻上装置」（以下、巻上装置）につきまして、６月２７日に生産者・ＪＡ・
農業関係機関を対象として実演会を開催いたしました。
　今回の実演会は「名寄地区ＩＣＴ農業研究会」
と合同で開催し、研究会の会員を中心に、関係
者を含め４０人以上が参加いたしました。

　メーカー・販売店３社（越浦パイプ㈱・渡辺
パイプ㈱・㈱ティンバーテック）の協力を得て、
巻上装置のデモ機が用意され、各メーカー機器
の特長や機械の耐久性、設定方法などの説明が
担当者から行われました。
　生産者からはトラブル時の対応や価格、導入
状況などについて質問があり、活発な意見交換
が行われました。

　また、巻上装置以外にもホクレン施設資材課か
ら園芸関係を中心としたＩＣＴ技術の情報（CO₂
発生装置・ハウス環境記録装置など）の提供をい
ただいたほか、振興センターからも現状でセンタ
ーに設置されているＩＣＴ機器（ハウス統合制御
装置・水田水位監視装置など）について紹介させ
ていただきました。

　この実演会で得られた情報を、設備導入の際
の参考にしていただければ幸いです。
　今後も生産者の営農に役立つ情報を発信して
いきますので、ご案内の際にはぜひ参加いただ
ければと思います。

　また、興味のある技術情報などがありました
ら、お問い合わせやご提案などお待ちしており
ます。

〜名寄市農業振興センターからのお知らせ〜

振興センターからのＩＣＴ農業技術の情報提供について 

ハウス自動換気（側面巻上）装置の実演会を開催いたしました。
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　本年度の弊所で行っている事業内容に関しましては、先号の農協だよりでお知らせをさせて頂き
ましたが、実際に栽培中の様子を知っていただきたく、弊所の圃場・施設の見学を随時受け付けて
おります。

　今年は、例年、茨城県のつくば市で開催されている「薬
用植物フォーラム」が、大橋にある国立研究開発法人医
薬基盤・健康・栄養研究所 薬用植物資源研究センター
北海道研究部（旧・国立衛生試験所北海道薬用植物栽培
試験場）の開場５５周年との事で、名寄市で開催されまし
た。それに関連しまして、薬用作物に係わる農業試験場
や地方自治体、大学、生薬メーカーの方々が、弊所で栽
培している薬用作物の「カノコソウ」や「カンゾウ」、「ゲ
ンチアナ」などの見学にいらっしゃいました。
　特に、名寄市で力を入れて取組んでいる「カノコソウ」
への関心は高く、活発な意見交換がされました。

　毎年のお知らせとなりますが、温床のｐＨ調整は、育
苗の基本技術として非常に重要です。ｐＨが４.５ 〜 ５.０の
範囲であればムレ苗の発生が回避できるほか、置床に根
が良く張る事で生育良好となり、結果として定植後の活
着・初期生育も良好になります。
　ｐＨ確認をしたい場合は、振興センターで診断できま
す。温度があり、土壌改良資材の効果が出やすい９月い
っぱいまでの改良をおすすめします。

○お問い合わせ・ご質問等は下記までお気軽にどうぞ。
　名寄市農業振興センター　名寄市風連町緑町３９６－２　℡０１６５５－３－２２５８

農業振興センターの圃場・施設見学の様子について

たくさんの薬用作物関連の方々が薬用作物の見学にいらっしゃいました。

土壌分析室からのお知らせ

秋までに水稲温床のｐＨ調整を！
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JAの自動車共済

コンバイン共済
コンバインの使用を前に、車両の整備はお済みでしょうか？
万一の事故のために自動車共済に加入しましょう！

※車両保障は、コンバインの現在の価値（時価）にあわせて設定させていただきます。
※上記掛金は令和２年３月31日まで有効です。

（令和元年７月現在）

このような事故が保障されます。

このような事故は保障されません。

ご契約例 共済掛金
（月払）

圃場への昇降路で横転、
下敷きになってしまった。

すり減る、さび等通常の
使用過程で生じた損害。

コンバインに巻き込まれ
てケガをしてしまった。

コンバインの欠陥により
生じた損害。

圃場へ牽引中、コンバイ
ンが横転、大破してしま
った。

故障により損害が生じた。 コンバインにより自分の
所有物を壊してしまった。

後方の補助作業者（他人）
をひいてしまった。

ご契約者が故意に損害、
傷害を生じさせた。

無免許、酒気帯び運転中
にコンバインに損害が生
じた。

車両保障付!8,250円
＜ご契約例の保障内容＞　農耕作業用小型特殊自動車（共済期間12か月の新規契約）

等　　級：6D等級
対人賠償：無制限
対物賠償：無制限（免責0万円）
対物超過修理費用保障特約：あり
車両保障：500万円（免責1万円）
事故有点数適用期間：0年

人身傷害保障：7,000万円
被共済者限定無

傷害定額給付：死亡共済金額1,000万円※

　　　　　　　※契約車両搭乗中以外は300万円
治療共済金倍額型
被共済者限定無
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※�共済金のお支払をした場合、翌年のご契約、または同一車種の新規ご契約の際に適用される割増・割引等級が、事故件数１
件につき３等級下がります。事故の内容によっては、お支払する共済金の額を掛金の上昇額が上回るケースもありますので、
事故に遭われた際にご相談ください。(一部事故を除きます。)

このような事故が保障されます。

このような事故は保障されません。

＜お支払いする主な損害＞
□コンバイン運行中の事故により他人を死傷させてしまった。（対人賠償責任条項）
□コンバイン運行中の事故により他人の車や物を壊してしまった。（対物賠償責任条項）
□コンバイン運行中の事故によりご自身やご家族が死傷してしまった。
　（人身傷害保障条項、傷害定額給付条項）
□偶然な事故によりコンバインに損害が生じてしまった。（車両条項）
【車両条項において保障の対象となる事故の例】
　＊衝突・接触・墜落・転覆・物の飛来・物の落下等の偶然な事故により生じた損害。
　＊火災・爆発・台風・洪水・高潮等の偶然な事故により生じた損害。
　☆�事故修理に併せて事故と因果関係のない消耗部品の交換等を行う場合、事故修理にかかる

費用のみが保障の対象となります。
　☆�車両保障において、※分損となる場合には、修理費のうち１万円を自己負担（免責）して

いただきます。（※分損：修理費の額が契約申込時の評価額（共済価額）未満となる場合）

＜お支払いできない主な損害＞
□ご契約者、被共済者またはこれらの方の法定代理人が故意に損害または傷害を生じさせた。
□地震もしくは噴火またはこれらによる津波により損害または傷害が生じた。
□ご家族を死傷させてしまった。（対人賠償責任条項）※人身傷害保障条項において保障
□ご自身やご家族の財物に損害を与えてしまった。（対物賠償責任条項）
□�ご契約者が法令に定められた運転資格を持たずに運転、または、酒気帯び運転している間に

損害が生じた。（車両条項、人身傷害保障条項、傷害定額給付条項）
【車両条項において保障の対象とならない事例】
　＊車両に存在する欠陥、摩滅、腐しょく、さび、その他自然の消耗。
　＊故障損害（偶然な外来の事故に直接起因しない車両の電気的または機械的損害）。

事故が発生した場合は、その場でＪＡもしくはフリーダイヤル安心サービス

０ １ ２ ０ - ２
ジ
 ５
コ
 ８
ハ
 - ９

ク
 ３
ミ
 １
アイ

（24時間
365日）までご通知ください。

　当チラシは、主な保障内容をご紹介したものです。事故にかかるお支払の可否は、実際の事故
状況等を調査のうえ判断いたします。
※�『コンバイン共済』はこのプランの愛称です。ご契約いただ

く仕組みは自動車共済です。
※�この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、

「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧下さい。
　�また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」

および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧下さい。

使用期限：令和２年３月31日まで 19011125034

お問い合わせは
　ＪＡ道北なよろ　共済課

本　　　所　　01655-3-2521
名 寄 支 所　　01654-2-4531
智恵文支所　　01654-8-2111



広報JA道北なよろ2019年 夏号（No.46)� 18

海の
  中はお魚天国♪川柳クロス

1 2 3 4 5 6

7 8 9

10 11

12 13 14 15

16 17

18 19 20 21

22 23

24 25 26

27 28 29
Ｃ

Ｉ

ＥＡ

Ｄ

Ｂ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

クロスワードを解きＡ～Ｉをつないだ言葉を答えて下さい。

回答欄

正解者の中から抽選で５名様に
「商品券」をプレゼント!!
解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！
（ＦＡＸでも受付しております）
０１６５５－３－４０３７
【応募締め切り・発表】

令和元年９月30日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしています！

コスミック出版「クロスワードプラザ」より

魚がぼくらを待っている♪　魚を食
べて、頭をよくしましょう !　二重
マスA～I を答えてください。

1　
焼
き
鳥
の　
味
付
け
は
塩
？　
そ
れ
と
も
コ
レ
？

2　
小
判
型　
紋
が
特
徴　
川
魚

3　
接
吻
を　
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
が　
こ
の
名
前

4　
本
が
好
き　
紙
の
魚
と　
書
く
害
虫

5　
精
が
つ
く　
土
用
以
外
も　
食
べ
て
く
れ

6　
甲
よ
り
は　
劣
る
が
丙
よ
り　
優
秀
だ

8　
太
陽
の　
周
囲
に
広
が
る　
光
の
環

10　
採
る
と
き
は　
ト
ゲ
に
注
意
だ　
ケ
ガ
す
る
ぜ

11　
身
を
捧
げ　
今
日
も
す
し
屋
の　
○
○
に
な
る

12　
似
て
る
け
ど　
間
違
え
な
い
で　
ヒ
ラ
メ
と
は

13　
燃
料
に　
す
る
の
に
○
○
を　
割
っ
て
ま
す

14　
水
族
館　
ワ
タ
シ
の
シ
ョ
ー
は　
大
人
気

15　
刺
身
に
は　
大
根
・
海
草　
添
え
て
ま
す

16　
川
の
岸　
輸
送
に
便
利
な　
船
着
き
場

17　
風
も
な
く　
船
も
安
全　
波
静
か

19　
○
○
○
○
だ
ね　
洋
食
よ
り
も　
寿
司
・
刺
身

20　
短
歌
な
ど　
日
本
固
有
の　
や
ま
と
う
た

21　
カ
ジ
カ
よ
り　
オ
レ
が
代
表　
秋
魚

22　
煮
干
し
だ
が　
西
日
本
で
は　
こ
う
呼
ば
れ

23　
輪
郭
に　
ク
レ
ヨ
ン
使
い　
カ
ラ
フ
ル
に

24　
南
米
の　
沿
岸
に
あ
る　
細
い
国

25　
約
束
を　
破
れ
ば
千
本　
飲
ま
せ
る
ぞ

26　
水
槽
が　
狭
い
が
○
○
は　
言
い
ま
せ
ん

タ
テ
の
カ
ギ
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１　
鉄
板
で　
焼
か
れ
お
腹
に　
ア
ン
コ

入
れ

４　
色
白
で　
ワ
タ
シ
の
よ
う
な　
キ
レ

イ
な
手

７　
新
種
か
な
？　
○
○
○
○
押
し
寄
せ

　
大
騒
ぎ

９　
ハ
モ
を
食
べ　
○
○
の
到
来　
実
感

す

10　
松
よ
り
も　
竹
よ
り
も
下
の　
ク
ラ

ス
で
す

11　
冷
や
奴　
納
豆
な
ど
の　
薬
味
で
す

12　
タ
ラ
バ
く
ん　
キ
ミ
は
ヤ
ド
カ
リ　

○
○
じ
ゃ
な
い

13　
好
き
に
し
て　
○
○
○
○
の
上
の　

鯉
状
態

16　
二
枚
貝　
海
の
ミ
ル
ク
と　
呼
ば
れ

て
る

17　
煮
て
も
よ
し　
焼
い
て
も
い
い
が　

○
○
が
い
い

18　
弱
く
な
い　
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど　
豊
富
で

す

20　
湖
の　
氷
に
穴
あ
け　
糸
垂
ら
す

22　
足
や
腸　
墨
ま
で
食
え
る　
優
等
生

24　
活
魚
た
ち　
生
け
す
で
泳
ぎ　
○
○

○
○
待
つ

25　
ひ
な
ま
つ
り　
○
○
○
○
の
汁　
い

た
だ
い
た

27　
水
の
な
い　
○
○
の
上
で
は　
暮
ら

せ
な
い

28　
○
○
○
入
れ　
魚
の
鮮
度　
保
ち
ま

す

29　
天
敵
か
ら　
身
を
守
る
○
○　
持
っ

て
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

前
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

◎�

皆
様
、
元
気
で
春
の
作
業
終
わ
り

ま
し
た
か
？
暑
か
っ
た
り
寒
か
っ

た
り
の
５
月
〜
６
月
で
し
た
。
我

が
家
で
は
７
月
か
ら
ハ
ス
カ
ッ
プ

の
収
穫
で
す
。
ど
ん
な
天
気
が
続

く
の
か
心
配
で
す
。
も
し
か
し
て
、

60
℃
？
そ
れ
と
も
冷
夏
で
し
ょ
う

か
。�

（
風
連　
山
中　
紀
美
江
）

　
☆�

今
年
は
暑
い
年
で
す
ね
！
水
分

補
給
を
こ
ま
め
に
し
て
体
調
管

理
を
心
掛
け
て
頂
き
た
い
で
す
。

◎�

新
し
い
年
号
と
共
に
春
が
訪
れ
、

気
が
付
け
ば
初
夏
！

�

（
風
連　
清
水　
大
司
）

　
☆�

８
月
８
日
で
立
秋
と
な
り
、
今

年
の
夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
ね
。

◎�

今
年
は
今
の
所
、
雨
が
少
な
い
で

す
ね
。
野
菜
も
花
も
、
雨
を
待
っ

て
い
ま
す
。�

�

（
風
連　
遠
藤　
文
子
）

　
☆�

猛
暑
日
が
続
き
、
人
に
も
作
物

に
も
厳
し
い
年
と
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

◎�
近
頃
は
買
い
物
も
レ
ス
ト
ラ
ン
等

も
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
社
会
！！
も
ち

ろ
ん
車
の
給
油
も
カ
ー
ド
セ
ル

フ
！！
な
ぜ
か
車
の
給
油
が
今
ま
だ

【
イ
ガ
イ
ト
シ
ラ
ナ
イ
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
ぎ
の
５

名
の
方
に
商
品
券
を
送
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・
横
山
　
敏
雄
（
風
連
）

・
大
久
保
　
由
（
風
連
）

・
清
水
　
　
好
（
名
寄
）

・
宗
万
　
美
幸
（
名
寄
）

・
島
田
　
敏
朗
（
智
恵
文
）

苦
手
な
主
婦
で
す
が
、
い
つ
も
心

良
く
私
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
係

の
方
は
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。�

（
風
連　
匿
名
）

　
☆�

い
つ
も
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
様
に
思
っ
て

い
た
だ
け
る
と
職
員
一
同
の
励

み
に
な
り
ま
す
。

◎�

令
和
に
な
っ
て
最
初
の
ク
イ
ズ
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
答
え
を
書
い

て
い
ま
す
。
雨
に
泣
き
雨
に
笑
い

と
言
い
ま
す
が
一
雨
ほ
し
い
で
す

ね
、
作
物
も
人
々
も
待
っ
て
い
ま

す
。�

（
名
寄　
佐
藤　
初
子
）

　
☆�

８
月
に
入
り
雨
が
続
い
て
い
ま

す
ね
。
雨
も
晴
れ
も
程
よ
い
の

が
一
番
で
す
ね
！
今
回
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
も
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　
次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
!!

声
の
広
場



広報JA道北なよろ2019年 夏号（No.46)� 20

道北なよろ


